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本書は、1998 年から 2003 年にかけて起こった国内外の事故やトラブルの真相を月刊

雑誌「日経メカニカル」に連載した記事をもとに加筆したものである。1998 年には同

じタイトルで 40 事例を掲載したものが日経ＢＰ社から発行されている。続編となった本

書には、前書と同様に機械技術や材料技術という視点から事故や不具合がどのようなメ

カニズムで発生したかを図解や写真を用いてやさしく解説している。 

読者は、新聞記事に取り上げられないような小さな不具合事例も多数掲載されている

ことから、予期せぬ落とし穴を知り、事故やトラブルの発生においてよく言われる「こ

のようなことは思いもかけなかった」という、些細な綻びから事故や不具合が発生して

いることを実感できる構成となっている。 

事故事例や不具合事例から教訓を学び、同じような轍を二度と踏まないような対策を

講ずることが理想である。しかし、現実問題として事故事例を読んだだけで安全強化に

つながるような対策を考えつくのは非常に難しい。事故や不具合に至らしめた“思いが

けない原因とは何か”、できるだけ広い分野から多くの事故原因の知識を身につけ、職

場の安全に役立てることが読者に望まれている。 


